
• 現在では形態-密度関係（高密度では早期型）やSFR-密度関係（高密
度ではlow sSFR）が見られるが、高密度環境での星形成抑制はいつ
頃どのようなメカニズムで働くのか？
• Ramp pressure stripping, harassment, slow tidal interaction, 

strangulation (starvation)。
• Bulge growth, AGN feedback

• z~1の観測では、少なくともrich clusterでは既にpassive銀河がfieldより
多いという結果。

• 環境による星形成抑制が見られるのはいつ頃からなのか？
• Spitzerで観測した既存のz~1.6銀河団3つ (561銀河) をMOSFIREで分
光

• うち370銀河についてHa redshiftを取得� SFR(Ha)。
• SFMS上でfieldとの違いを比較。

環境による星形成の抑制はいつ効き始めるのか？

arXiv.2009.07861

SFMSの比較
• Cluster （●）はfield （★）
よりややsteep (3.3σ)。

• Lowest/higest 5%を除くと
両者の分布は近づく
(2σ)。

• cluster+fieldのSFMSの上

下にいる数を比べると、
同程度（誤差の範囲内）。

他研究との比較
• clusterとfieldに違いが無
いという結果(x, X)と一致。

• Fieldを比べると、
Whitaker(▲)とは同等だ
が、Shivaei(ー)やPriceよ
り(★)より少し上。

• dustやAGNの影響がより
大きい[OII]を使った
Old+20とも同等。

• passive fractionがfieldと大きく変わらない（Nantais+17 ）。
�z~1.6ではenvironmental quenchがまだ効いていない

• 銀河団を形成してから（銀河が落ち込んでから）あまり時
間が経っておらず、fieldとの違いが現れていないと考えら
れる。

• z~1.6では、low-mass cluster levelでさえ、SFR-密度関係は
見られない。

• 星形成の抑制より先に現れるであろう形態変化やNIR分
光によるpassive銀河同定などが解明の鍵を握るだろう。


